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未来のまちと人をつくる

未来の高松市民が、より快適に生活し、活発な経済活動を行えるように、「スマートシティ化」と「コンパクト・プラ
ス・ネットワークのまちづくり」を推進します。そして、未来を担う子ども達に適切な教育を施し、健全に育成していく
ために人づくり、教育への投資を積極的に行います。

産学民官で構成するスマートシティたかまつ推進協議会を母体として、データ利活用型スマートシティ推進事業を幅広く展開するとともに、AIやIoTの活用な
ど、最先端技術を取り入れた施策を積極的に推進します。

学力向上や問題行動の抑制を図るため、引き続き学校図書館指導員やハートアドバイザー、スクールソーシャルワーカーなどを適正数配置します。

教育の情報化により、子どもたちの学習環境をより向上させるために、現在小学校５年生以上と中学校全てに設置している電子黒板のさらなる設置拡大や
タブレット端末の幅広い活用を進めます。

トイレの洋式化など学校に必要とされている教育施設の改善や教育設備の配備などを計画的に行います。

瀬戸内専門職短期大学（仮称）の開学に協力するなど、若者が地元に定着でき、適切な人材育成が行われる環境を整備します。

中心市街地における再開発やリニューアルを促進するとともに、香川県が進める新香川県立体育館の整備に協力し、四国の中枢管理都市にふさわしい賑
わいと活力のある「まちなか」を創造します。

立地適正化計画に基づき各種施策を実施し、郊外部における溢水対策や市街地拡散の抑制などにより良好な住環境の形成を図ります。

危険空き家の除却など従来の空き家対策はもとより、総合的な住宅政策の観点から空き家や既存住宅の利活用をさらに推進します。

予讃線端岡駅のバリアフリー化と南口の駅前広場の整備を行い、快速マリンライナーの停車本数の増加をJRに働きかけます。

ことでん琴平線の鉄道新駅の整備等にあわせてバス路線の再編やコミュニティ交通の整備を進め、公共交通空白地域の減少に努めます。

四国の新幹線について、県や関係団体と連携してその実現に向けて国に働きかけるとともに、市民の理解を高めるための周知啓発に努めます。



 5-2

　○ 成果目標の達成状況 は新型コロナウイルス感染症の影響を受けた項目

施策 ①

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ②

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ③

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

　　　※達成率「－」は、実績値が取れていないもの及び当該年度に目標値が設定されていないものを表します。

産学民官で構成するスマートシティたかまつ推進協議会を母体として、データ利活用型スマートシティ推進事業を幅広く展開するとともに、AIやIoTの活用など、最
先端技術を取り入れた施策を積極的に推進します。

通し
番号

指
 
標

IoT共通プラットフォームで収
集・分析するデータ種別数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

58
4 10 7 7 8 9 15 10 15

デジタル戦略
課

150.0% A

種別

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

スマートシティたかまつ推進プランに基づいた目標値の達成を
目指す。

100.0% 112.5% 166.7%

9

学力向上や問題行動の抑制を図るため、引き続き学校図書館指導員やハートアドバイザー、スクールソーシャルワーカーなどを適正数配置します。

59
指
 
標

学校評価（教育指導体制の充
実に関すること）評価得点の
全市立小・中学校の平均点
（４点満点）

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

3.35 3.45 3.35 3.35 3.40 3.40 3.43 3.47 3.45 3.39

学校教育課
点

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

指標得点の算出方法から、全市的に効果が認められたと言え
る数値を目標にその達成を目指す。

100.0% 100.0% 101.2% 98.3% B

教育の情報化により、子どもたちの学習環境をより向上させるために、現在小学校５年生以上と中学校全てに設置している電子黒板のさらなる設置拡大やタブ
レット端末の幅広い活用を進めます。

60

指
 
標
　

（
１

）

ＩＣＴを活用した授業を分か
りやすいと回答した児童・生
徒の割合

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

65 90 80 88.1 80 96.1 90 93.7 90 89
総合教育セン
ターＩＣＴ教育
推進室

％

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

電子黒板及び教材提示装置等のＩＣＴ機器の計画的整備に伴
い、ＩＣＴを活用した授業を分かりやすいと回答した割合の増加
を目指す。

110.1% 120.1% 104.1% 98.9% B
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目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

48.1 80.0 50.0 72.0 60.0 74.6 70.0 90.2 80.0 90.0

26.6 85.0 55.0 74.0 75.0 74.8 80.0 75.7 85.0 77.0

達成率 達成度評価

小学校 112.5% A

中学校 90.6% B

施策 ④

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ⑤

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

総合教育セン
ターＩＣＴ教育
推進室達成率 達成率 達成率

144.0%

61

指
 
標
　

（
２

）

ＩＣＴを活用した授業を行っ
ている教員の割合

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

％

目標値設定根拠

（中学校） （中学校）

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

9 49

トイレの洋式化など学校に必要とされている教育施設の改善や教育設備の配備などを計画的に行います。

62
指
 
標

トイレ洋式化実施済校数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

教育局総務
課学校施設
整備室

校

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

高松市学校施設長寿命化計画における計画数の達成を目指
す。

94.7% 100.0% 100.0% 100.0% A

瀬戸内専門職短期大学（仮称）の開学に協力するなど、若者が地元に定着でき、適切な人材育成が行われる環境を整備します。

63
指
 
標

専門職短期大学入学手続完了
者数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

産業振興課
人

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

― 240

文部科学省に対する専門職短期大学設置認可申請における
入学定員（80人）を基に目標値を設定しその達成を目指す。

― 20.0% 17.5%

（小学校） （小学校） （小学校） （小学校） （小学校）

（中学校） （中学校） （中学校）

高松市ICT教育推進計画に基づき、令和５年ま
でに小中学校すべての普通教室に電子黒板等
の整備を目指す。

124.3% 128.9%

134.5% 99.7% 94.6%

19 18 29 29 39 39 49 49

― ― 80 16 160 28 240 44

18.3% D
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施策 ⑥

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ⑦

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

94.1% 94.1% 92.2% 92.2% B

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

4.8 5.1
都市計画課
住宅・まちづく
り推進室目標値設定根拠 達成率

65

指
 
標
　

（
２

）

中心市街地の居住人口の割合

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

％

達成率 達成率

高松市立地適正化計画における目標値の達成を目指す。

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和4年度

89,879 97,721

中心市街地における再開発やリニューアルを促進するとともに、香川県が進める新香川県立体育館の整備に協力し、四国の中枢管理都市にふさわしい賑わい
と活力のある「まちなか」を創造します。

97,721 134,083 97,72164

指
 
標
　

（
１

）

カメラ計測による中央商店街
の歩行者等通行量

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

都市計画課
住宅・まちづく
り推進室

119.8% A

人

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

第３期高松市中心市街地活性化基本計画における目標値の
達成を目指す。

137.2% 109.0% 110.9%

立地適正化計画に基づき各種施策を実施し、郊外部における溢水対策や市街地拡散の抑制などにより良好な住環境の形成を図ります。

66

指
 
標
　

（
１

）

居住誘導区域内の人口密度

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

46.0 46.4 46.4 45.8 46.4 45.3 46.4 45.1 46.4 44.9

都市計画課
人/ha

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

高松市立地適正化計画における目標値の達成を目指す。 98.7% 97.6% 97.2% 96.8% B

4.7

106,543 97,721 108,403 97,721 117,052

令和3年度

5.1 4.8 5.1 4.8 5.1 5.1 4.7
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目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ⑧

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

94.7% B

46 57 54

くらし安全安
心課

指標関係課

93.3% B

件

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

年10件の改修支援を目指す。 96.3% 100.0% 97.9%

令和3年度 令和4年度

17 57 27 26 3769

指
 
標
　

（
２

）

空家改修支援件数
（H27年度からの累計）

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

37 47

令和元年度 令和2年度

都市計画課
％

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

高松市立地適正化計画における目標値の達成を目指す。 7.7% 28.6% 100.0%

0.28 0.13 0.15 0.27 0.14 0.14

進捗状況

0.24 0.13 0.13 0.13

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

67

指
 
標
　

（
２

）

居住誘導区域外の開発許可面
積比率

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

危険空き家の除却など従来の空き家対策はもとより、総合的な住宅政策の観点から空き家や既存住宅の利活用をさらに推進します。

68

指
 
標
　

（
１

）

老朽危険空家除却支援件数
（H28年度からの累計）

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

63 255 111 116 159 159 207 209 255 255

くらし安全安
心課

件

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

年48件の除却支援を目指す。 104.5% 100.0% 101.0% 100.0% A
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施策 ⑨

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ⑩

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

施策 ⑪

目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値 目標値 実績値

達成率 達成度評価

予讃線端岡駅のバリアフリー化と南口の駅前広場の整備を行い、快速マリンライナーの停車本数の増加をJRに働きかけます。

70
指
 
標

総合都市交通計画推進協議会
の開催回数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

3 3 3 3 3 3 3 3 3 4

交通政策課
回

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

進捗状況

指標関係課令和元年度 令和2年度

事業の実現を目指し、高松市総合都市交通計画推進協議会
の継続的な開催を目指す。

100.0% 100.0% 100.0% 133.3% A

令和3年度 令和4年度

1 5

ことでん琴平線の鉄道新駅の整備等にあわせてバス路線の再編やコミュニティ交通の整備を進め、公共交通空白地域の減少に努めます。

71
指
 
標

コミュニティ交通路線数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

交通政策課
路線

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

高松市地域公共交通網形成計画に基づき、コミュニティバス路
線の運行を目指す。

40.0% 40.0% 40.0% 40.0% D

四国の新幹線について、県や関係団体と連携してその実現に向けて国に働きかけるとともに、市民の理解を高めるための周知啓発に努めます。

72
指
 
標

四国の新幹線勉強会の開催回
数

現況値
(H30年度末)

4年後の
目標値（R4)

進捗状況

指標関係課令和2年度 令和3年度 令和4年度

交通政策課
回

目標値設定根拠 達成率 達成率 達成率

2 2

四国の新幹線導入の意義などを市民の方に理解をしてもら
い、機運の醸成を図るため、勉強会の継続的な開催を目指
す。

100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

2 2 2 2

A

2 5 2 5 2

2 2 2 2

令和元年度

5 2 5
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